
　 台風対策でプランターの重り を、空のペット ボト ルに砂を入れ

フタをして作り ました。その時に、「 ろう と」 の大きさによって、砂

の入る時間に差があること がわかり 、その理由は何なのか興味

がわきました。また、砂の大きさによってサラサラしていたりざら

ざらしていたりして、砂がろう と から 落下する時間と 、関係して

いるのかも知り たくなり ました。このため、ろう との（ 出口の） 大

きさと 、砂がなくなる時間と の関係を調べ、なるべく 早くろう と

から 砂を落下させるために必要な条件を実験して調べよう と 考

えました。

同じ大きさのろう と で、 砂１ 種類あたり ５ 回ずつ、 ３ 種類の砂で

計 15回計測します。 これを３ 種類のろう と で、 同じこ と を計測

します。 結果は、 ろう との大きさごと に、 ろう とに残っている砂

の量と 、 目盛り を通かする時間(５ 回計測の結果の平均時間)をグ

ラフにし、 ろう と の大きさごと に、 砂の大きさ３ 種類のグラフを

比較します。

ろう と 小において、 砂大は、 砂同士がかみあってスムーズ

ではないよう に見えた。

全てのろう と で、 スタート から落下終了まで、 遅い砂はず

っと 遅く 、 早い砂はずっと 早く 、 途中の計測時に、 砂の大

きさでの、 順位の入れかえはなかった。

落下開始後、 しばら く はゆっく り と 落下して、 加速してか

らはスムーズに、 ろう と の中を下がっていたよう に見えた。
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　 砂の粒がサラサラのなるべく 細かい砂の方が、ろう と の大き

さに関係なく 、スムーズに流れるため、落下しやすいと 予想しま

した。また、砂が大きいと 、砂同士がかみ合う ため、落下しにく

いと 予想しました。

指をはなすと 同時に、計測係がスト ップウォッチを押し 、砂の上

の面が下がり 、砂の面のふちが目盛り を通かする時の秒数を計

り 、記ろくします。(途中砂の面はすり ばちのよう な形になり ます

が、ふちが目盛りを通かする時間を記ろくすることとします。)

　　　北区立梅木小学校　第５学年



こ れから 、 ろ う と で砂が落下し やすいのは、 ろう と の出口

で、 空気が流れるすきまがあり 、 ろう と の外から中(出口の下

から上に)、 落ちた中で砂と 同じ量の空気が入っていく こ と が

大切な条件のひと つだと わかった。

　 ろ う と 中やろう と 小と なる と 、 砂大は砂同士がかみ合ってス

ムーズに流れず、 スムーズに流れる 砂中よ り も 、 時間がかかる こ

と がわかり ま し た。

　 こ れら から 、 ろう と の出口の直径と 、 砂の直径の関係によ り 、

ある 比り つよ り も 大き く なる と 流れにく く なり 、 落下にかかる 時

間が多く 、 砂が減る スピード が遅く なる こ と がわかり まし た。

　 こ の研究をし てみて、 採石場のプラ ント で砂利を大型のろう と

でタ ンク に入れる 時に、 プラ ント のろう と は、 ある 数字の直径以

上にする と いった、 設計に役立つのではないかと 思いまし た。

　 次は、 最も 落下時間が短く なる 、 砂の直径と ろう と の直径と の

関係を砂の材し つごと に測定し てみたいと 思います。


